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◆2月中の異動状況

出生  10人 死亡  60人

転入  60人 転出  81人

世帯数 15,383（－18世帯）

男 15,619人（－27人）

女 16,876人（－44人）

総人口 32,495人（－71人）

（　）内は前月比

人口の動き ２月₂₈日現在
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※表紙写真説明

フィギュアスケート・

　　　 アイスダンス

　　　　小松原美里選手

　備前市出身者としては初の冬

季オリンピック出場者。

　写真は、市役所１階玄関ロビー

で撮影したものです。

第４回　備前楷の木賞　決定

備前楷の木大賞・楷の木賞（芸術文化賞）
　竹内　良雄さん（野谷）　和気閑谷高等学校教諭として在職中に、旧閑谷学校の行事の1つである「釈

菜」の運営を行ってこられ、退職後も閑谷学校資料館で「閑谷学校研究」他、
数多くの貴重な論考を発表されるなど、長年閑谷学校発の情報発信に取り組
んでこられました。
　また、備前市の文化財保護、芸術文化の振興へ寄与されたこと等が評価さ
れました。

　本賞は、市ゆかりの個人または団体のうち、学びのまちづくりに
おいて顕著な功績をあげたものに授与し、その取り組みに感謝し、今後
の活躍を奨励するものです。

　２月₂₃日㈬に、備前市出身で北京₂₀₂₂冬季オリンピックでご活躍
されたフィギュアスケート・アイスダンスの小松原美里選手、尊選手
に備前市市民栄誉章を贈呈しました。

小松原 美
み

里
さと

選手、尊
たける

選手

備前市市民栄誉章贈呈式

楷の木賞（地域貢献賞）
　備前市観光ボランティアガイド協会（東片上）　平成₁₇年７月に設立され、伊部駅を拠点に毎週土・日曜日、備前焼の陶郷
「伊部」の街並みを中心にガイドを行い、備前市を訪れる観光客におもてな
しの心をもって活動されてきました。観光ルートの清掃やイベント会場のク
リーン作戦等に参加されるなどの地域貢献、設立当初年間約₇₀₀人であった
案内者数が、現在では約₇︐₀₀₀人となっている等の活動が評価されました。

問秘書係（☎₆₄︲₁₈₀₀）

第４回　備前楷の木賞　決定第４回　備前楷の木賞　決定

“まちづくりは人づくり”

▲竹内良雄さん ▲備前市観光ボランティアガイド協会
（代表者のみ出席）　
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20 週間経過

新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ
 

　３回目接種により、感染予防効果や重症化予防効果を高めることができます。現在、ファイザー社、武田／

モデルナ社のワクチンが３回目接種の薬事承認を受けていますが、どちらのワクチンでも十分な効果と安全性

が確認されています。

※予防接種では健康被害が起こることがあります。極めてまれではあるものの、なくすことができないことか

ら、救済制度が設けられています。申請にかかるお手続きは新型コロナウイルスワクチン対策課までお問い

合わせください。

  追加接種（３回目）用接種券発送スケジュールについて

　現在、2回目接種完了日から６か月経過した時点で、追加接種用の接種券をお送りしています。

追加接種用の接種券が届いた時点で、ＷＥＢ・コールセンターともに予約可能です。

　早めにご予約いただくことで、希望の日時、医療機関を選びやすくなります。こちらのQR

コードから検索可能です。

 ５～11歳の人もワクチン接種を受けられます

　３月から始まった5～11歳の人のワクチン接種について、引き続き予約を受け付けています。国内の新型コ

ロナ感染者全体に占める子どもの割合は増えてきています。

　ワクチン接種を受けることで、感染しても症状が出にくくなります。対象者には接種券が届いていますので

同封資料をご参照のうえ、接種をご検討ください。

 ワクチン接種後も、感染症予防対策を！

　市民の皆さんの積極的な感染症予防対策の心がけにより、インフルエンザの感染者数が激減し

ています。ご協力ありがとうございます。引き続き、マスクの着用や３密を避けるなど、継続し

て取り組んでいただくようお願いします。

ワクチン接種のご予約・ご相談：備前市ワクチン接種コールセンター

　　　　　　　　　　　　　　　 受付時間  8：30～17：00（☎64-3303､ 3304）

問新型コロナウイルスワクチン対策課（☎64-1820）

　

接種を受けるかどうかは、感染症予防の効果と副反応

のリスク双方について、正しい知識を持っていただい

た上で、ご本人の意思に基づいてご判断いただきます

ようお願いします。

　市民の皆さんの積極的な感染症予防対策の心がけにより、インフルエンザの感染者数が激減し

ています。ご協力ありがとうございます。引き続き、マスクの着用や３密を避けるなど、継続し

◯オミクロン株に対する発症予防効果

◯オミクロン株に対する入院予防効果

2回目接種後

2～4週間経過 20週間経過

60～75％ 10％程度

３回目接種後

2～4週間経過 15週間経過

60～75％ 25～40％程度

年齢別
３回目接種後

2～4週間経過 5～9週間経過 10週目以降

全年齢 92％ 88％ 83％

65歳以上 94％ 89％

2回目接種後

25週間目以降

44％

追加接種　
により大幅
に回復　

出典：英国健康安全保健庁（UKHSA）の報告（ファイザー社及び武田/モデルナ社製ワクチン）

１,２回目接種も引き続き受付中です！
WEBやコールセンターで予約可能

　３回目接種により、感染予防効果や重症化予防効果を高めることができます。現在、ファイザー社、武田／

  ご自身と周りの大切な命を守るため、早めのワクチン接種を！

岡山県共通予約
システム

新型コロナワクチンＱ＆Ａ（厚生労働省）

広報びぜん　令和4年4月3



　新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）の流行から2年が経とうとし
ています。依然収束の兆しが見えず、昨年も各種活動が制限されるなど、出口の
見えない一年でした。感染拡大防止と社会経済活動の両立に向けさまざまな施策
を進めてきましたところ、市民や事業者の皆さんには、感染防止対策へのご理解
とご協力をいただいていることに感謝申し上げます。新年度に向けて、1期目就
任の時から変わらない市政に対する強い気持ちを持ちつつ、時代の変化に対応し
挑戦していき、「誰一人取り残さない」というＳＤＧｓの理念のもと、一人でも
多くの市民が幸せと感じていただけるよう市民の期待に沿った市政を推し進めて
いきます。
　まず、優先的に取り組まなければならないのは、第６波という新たな局面を迎
えた新型コロナへの対策です。収束の兆しが見えず、社会の先行きは今なお不透
明です。市民が健康に、安心して日常生活を過ごすためにも、希望する人への検
査キットの無償配布と抗体検査の助成を実施するほか、皆さんが３回目のワクチ
ン接種を速やかに受けられる体制を整備します。
　次に、将来を見越した喫緊の最重要課題は、やはり人口減対策です。

　昨年策定した第３次備前市総合計画および第2期備前市まち・ひと・しごと創生総合戦略が一体となった計画に
は、4本の柱として「子育て支援の充実」、「教育のまち備前の発展」、「持続可能な雇用の創出・安定」、「住宅施策
の推進」を掲げており、これらを基本とした持続可能なまちづくりを進めます。市民が「備前市に住んでいて良かっ
た、備前市に住み続けたい」と思うよう、各施策を通して出生数と転入者の増加や転出者の抑制につなげ、人口を
維持できるよう努めていきます。
　本市には、豊かな自然環境や日本遺産認定された旧閑谷学校と備前焼をはじめとする文化・観光資源、耐火煉瓦
をはじめとする地場産業、そこで働き、生活する人々の結びつきなど、多くの地域資源があります。アフターコロ
ナの新しい時代を見据え、日々変化する社会情勢を見極めながら、本市が持つ地域資源を活かし、市民が未来に期
待を持てるまちづくりを進めることが必要です。第３次備前市総合計画に掲げた将来像である「豊かな“自然と文
化”、魅力あふれる“まち”、活気ある“ひと”、それが備前」の実現に向け、立ち止まることなく職員とともに挑戦
と努力を続けながら市政に邁進していきます。
　市議会並びに市民の皆さんのご理解と、より一層のご協力を心からお願い申し上げ、私の所信表明といたします。
以下、多岐にわたる市政の中から、主要な事項について申し上げます。

吉村武司市長は、2 月定例議会の冒頭で
令和 4 年度の施政方針を発表しました。
内容を抜粋、要約してお知らせします。

「
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
︑
輝
け
る
ま
ち
」

 

生
涯
学
習
の
充
実 

　

備
前
ま
な
び
塾
プ
ラ
ス
に
て
英
語
宿
泊
体
験
学
習
で
あ
る
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
等
の
実
施

や
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の

体
験
活
動
や
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
関
係
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
し
て
活
動
す
る
場
の
拡

充
に
努
め
、
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
等
学
校
や
大
学
等
に
進
学
を
希
望
す
る
経
済
的
な

問
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
篤
志
家
か
ら
の
寄
附
金
を
原
資

と
し
た
奨
学
金
を
給
付
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
を
中

心
と
し
て
新
し
い
図
書
館
の
整
備
と
「
ま
ち
じ
ゅ
う
ど
こ
で
も

図
書
館
」
構
想
を
進
め
ま
す
。

 

就
学
前
の
教
育
︑
保
育
等
の
充
実 

　

「
保
育
料
の
無
償
化
」
や
認
可
外
保
育
施
設
等
の
利
用
者
へ

の
助
成
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
就
学
前
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
、
幼
児
期

か
ら
生
活
の
中
で
楽
し
く
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
た
め

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
、
英
語
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

 

学
校
教
育
の
充
実 

　

新
た
な
教
育
大
綱
の
理
念
の
も
と
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど

も
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
獲
得
で
き
る
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
楽
習
力（
が
く
し
ゅ
う
り
ょ
く
）・

自
己
表
現
力
を
育
て
な
が
ら
確
か
な
学
力
と
人
間
力
を
育
み
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
備
え
た
人
財
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
校
内
研
修
の
充
実
を
通
じ
た
教
職
員
の
資
質
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
授
業
改
善
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
図
書
館
司
書
の
全
校
配
置
を
継
続
し
、

教
員
以
外
の
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
を
進
め
ま
す
。

問企画課（☎64-1871）
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歴
史
文
化
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承 

　

旧
閑
谷
学
校
や
備
前

焼
、
地
域
の
文
化
資
源
等

を
活
用
し
た
企
画
展
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
地
域
の
文
化
財
に
触

れ
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
情
報
発
信
を
行
い
ま

す
。
併
せ
て
、
旧
閑
谷
学

校
の
関
係
市
で
あ
る
水
戸

市
・
足
利
市
・
日
田
市
と

連
携
し
、
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー

ト
派
遣
事
業
や
総
合
芸
術
文
化
祭
を
開
催
し
、
広
く
一
般
に
芸
術

の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
の
創
造
と
発
展
を
図

り
地
域
の
活
性
化
に
も
努
め
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進 

　

備
前
・
日
生
・
吉
永
３
会
場
に
拡
大
す
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
八
塔
寺
ふ
る
さ
と
村
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
祭
、
伝
統
あ
る
え
び
す
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
元
気
に
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
な
ど
の
複
合
し
た
用
途
で
使
用

で
き
る
屋
根
付
き
多
目
的
広
場
を
吉
永
地
域
で
モ
デ
ル
的
に
整

備
し
ま
す
。

「
地
域
で
支
え
合
う
持
続
可
能
な
ま
ち
」

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
地
域
活
動
の
支
援 

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
が
進
む
地
域
に
移
住
し
て
地
域
お
こ

し
支
援
や
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
定
住
・
定
着
を
図
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
行
う
団
体
が
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
、
市

担
当
課
と
と
も
に
取
り
組
む
協
働
事
業
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

 

人
権
問
題
の
解
決 

　

人
権
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受

け
止
め
、
日
常
生
活
の
中
で
お
互
い
を
尊
重
し
合
え
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
教
育
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
相
談
内
容
に
沿
っ
た
相
談
者
や
相
談
場
所
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
周
知
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
誰
も
が
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

 

国
際
理
解
と
多
文
化
共
生
の
推
進 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
姉
妹
都
市
等
と
の
相
互
訪

問
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
交
流
を
続
け
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
再
開
に
向
け
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
は
、

備
前
市
在
住
の
外
国
人
が
生
活
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
日
本
人
市
民

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
計
画
し
ま
す
。

「
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

 

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
防
止
に
最
善
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
心

身
と
も
に
健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
職
域
や
地
域
団
体

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
教
室
・

栄
養
教
室
や
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
保
健
事
業
・
特
定
健
診
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
の
充
実 

　

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
と
「
す
こ
や
か
び
ぜ
ん
（
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）」
を
一
体
的
に
運
営
す
る
こ

と
に
よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
渡
る
ま
で
の
総
合
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
自
立
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
相

談
支
援
体
制
に
お
け
る
連
携

を
強
化
し
、
貧
困
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
な
ど
課
題
を
抱
え

る
子
ど
も
の
支
援
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
出
生
時
の
特

別
給
付
金
を
継
続
す
る
ほ

か
、
利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新

築
し
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
社
会
を
形
成
す
る

た
め
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

 

生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援 

　

早
期
に
経
済
的
・
社
会
的
自
立
が
図
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
家
計
改
善
や
相
談
支
援
、
就
労
支
援
な
ど

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
福
祉
の
充
実 

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
み
、
社
会
参
加
が
図
れ
る
よ
う
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
核
と
し
た
相
談
支
援
体
制
の
強
化
、
就
労
の
場
の
確
保
な

ど
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、

関
係
機
関
の
連
携
や
支
援
方
法
の
検
討
及
び
啓
発
や
相
談
に
係

る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

 

高
齢
者
へ
の
福
祉
の
充
実 

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
医
療
と
介
護
の
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
サ
ロ

ン
や
憩
い
の
場
等
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
な
ど
、
介
護
予
防
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
認
知
症
予
防
や
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
進
め
る
ほ
か
、
認
知
症
当
事

者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。
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地
域
に
密
着
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

　

未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
込
め
な
い
状
況
で
す
が
、

引
き
続
き
、
県
や
和
気
医
師
会
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
迅
速
か

つ
柔
軟
に
役
割
分
担
や
連
携
体
制
の
構
築
に
努
め
、
公
立
病
院

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
介
護
・
保
健
・
予
防
等
と
連
携
し
た
良
質
な
医
療
を
提

供
し
ま
す
。

「
地
域
の
活
力
を
生
む
産
業
を
振
興
さ
せ
る
ま
ち
」

 

商
工
業
・
海
運
業
の
振
興 

　

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
、
雇
用
の
維
持
・
確
保
、
並
び
に
収
束
後
の
事
業
継
続
に

向
け
、
国
・
県
の
支
援
に
限
ら
ず
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
積
極

的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

魅
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
推
進 

　

各
集
落
に
お
い
て
将
来
の
農
地
の
あ
り
方
を
示
し
た
人
・
農

地
プ
ラ
ン
を
順
次
作
成
し
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
里
海
里
山
の
資
源

を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
形
で
活
用
す
る
た
め
、
官
民

が
連
携
し
て
取
り
組
む
事
業
を
進
め
ま
す
。

 

魅
力
あ
る
資
源
を
活
か
し
た
観
光
の
推
進 

　

備
前
焼
振
興
策
と
し
て
年
４
回
の
備
前
焼
フ
ェ
ア
の
開
催
や

備
前
焼
作
家
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
遺
産
・

伝
統
工
芸
品
と
し
て
の
備
前
焼
の
魅
力
を
発
信
す
る
基
盤
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
文
化
庁
が
主
催
す
る
日
本
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
や
「
日
本
遺
産

の
日
」
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
し
、
本
市
の
日
本
遺
産
の
魅
力
を
国

内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

 

秩
序
あ
る
土
地
利
用
と
良
好
な
市
街
地
︵
都
市
施
設
︶
の
形
成 

　

都
市
公
園
を
中
心
に
隣
地
を
含
め
た
防
災
公
園
整
備
を
検
討

す
る
た
め
、
設
置
に
係
る
手
続
き
な
ど
を
研
究
し
ま
す
。

 

移
住
・
定
住
の
促
進 

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
を
地
域
振
興
券
で
交
付
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
消
費
の
冷
え
込
み
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
経

済
の
回
復
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
各
種
住
宅
関
連
補
助
制
度
を

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
若
年
者
の
移

住
推
進
及
び
転
出
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

住
宅
の
供
給
と
安
心
で
き
る
住
環
境
の
整
備 

　

移
住
定
住
を
考
え
る
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
久
々
井
地
区
に
お
い
て
宅
地
造
成
分
譲
事
業
に
着
手
し
て

お
り
、
早
期
の
完
成
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

「
安
全
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
ま
ち
」

 

防
災
・
防
犯
体
制
の
強
化 

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
補

助
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
等
へ
の
被
害
防
止
対
策
と
し

て
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
機
器
購
入
補
助
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い

に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
対
策
と
し
て
、
急
発
進
抑
制
装
置
の

整
備
費
補
助
を
新
た
に
進
め
ま
す
。
防
災
に
つ
い
て
は
、
自
助
・

共
助
の
考
え
に
基
づ
い
た
防
災
行
動
に
繋
が
る
住
民
の
自
主
的

な
取
り
組
み
に
対
す
る
補
助
や
地
区
へ
の
出
前
講
座
な
ど
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
同
報
系

整
備
の
完
了
後
は
、
緊
急
的
な

災
害
情
報
を
迅
速
に
市
内
全
域

へ
伝
達
で
き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
準
中
型

自
動
車
免
許
取
得
時
の
費
用
補

助
、
配
備
後
20
年
以
上
経
過
し

て
い
る
消
防
車
両
に
つ
い
て
順

次
更
新
を
行
う
な
ど
、
消
防
団

員
の
活
動
環
境
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

 

河
川
改
修
・
砂
防
施
設
整
備 

　

短
時
間
で
河
川
が
増
水

し
て
堤
防
が
壊
れ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
の
即
効
性
が

あ
る
事
業
と
し
て
、
既
存

の
河
川
の
断
面
内
に
堆
積

し
て
い
る
土
砂
及
び
樹
木

を
伐
採
し
、
通
水
断
面
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
洪
水

被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
た
め
池
対
策
に
つ

い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
行
い
、
周
知

す
る
こ
と
で
た
め
池
下
流

域
に
居
住
す
る
市
民
の
安

全
を
図
り
ま
す
。

 

安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給 

　

備
前
市
水
道
事
業
の
根
幹
と
な
る
坂
根
浄
水
場
と
東
部
地
域

へ
の
送
水
拠
点
と
な
る
三
石
第
一
加
圧
ポ
ン
プ
場
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
更
新
整
備
と
耐
震
化
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

 

生
活
排
水
の
適
正
処
理 

　

伊
里
地
区
の
公
共
下
水
道
整
備
と
大
内
地
区
の
管
渠
更
生
工

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
永
浄
化
セ
ン
タ
ー
水
処
理
機
械
・

電
気
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

 

道
路
・
港
湾
の
整
備 

　

伊
部
・
浦
伊
部
地
区
で
計
画
し
て
い
た
土
地
区
画
整
備
事
業

は
、
令
和
元
年
度
に
廃
止
し
て
お
り
、
こ
の
対
象
の
土
地
に
つ

い
て
、
今
後
は
、
道
路
整
備
事
業
の
推
進
を
図
り
民
間
企
業
に

よ
る
宅
地
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
で
停
滞
し
た
都
市
基
盤
整
備

を
前
進
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
鴻
島
港

内
の
係
留
施
設
の
整
備
や
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫

に
着
手
し
、
船
舶
の
航
行
と
施

設
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

河
川
改
修
・
砂
防
施
設
整
備

河川改修（前） 河川改修（後）
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「
環
境
を
大
切
に
し
て
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」

 

公
共
交
通
の
確
保 

　

市
営
バ
ス
運
行
で
は
、
市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
、

移
動
実
態
に
合
わ
せ
た
見
直
し
や
バ
ス
の
代
替
交
通
と
し
て
、

地
域
に
応
じ
た
新
た
な
移
動
手
段
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
生
活
交
通
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
や
離
島
定
期
船
の
運
行
支
援

等
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鉄
道
や
駅
関
連
で
は
、

各
駅
舎
の
改
修
や
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
な
ど
の
駅
周
辺
整
備
、
新

駅
の
建
設
に
取
り
組
み
Ｊ
Ｒ
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

 

廃
棄
物
の
減
量
化
・
再
資
源
化
・
適
正
処
理
の
推
進 

　

市
民
を
は
じ
め
、
環
境
衛
生
指
導
委
員
や
資
源
回
収
推
進
団

体
の
協
力
を
得
て
ご
み
分
別
を
推
進
し
、
９
種
23
分
別
の
完
全

実
施
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
将
来
の
廃
棄
物
処
理
施
設
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
調
査
の
進
捗
状
況
等
、
地
元
の
皆
さ
ん

と
の
協
議
を
十
分
に
踏
ま
え
、
取
り
組
み
ま
す
。

 

環
境
保
全
対
策
の
推
進 

　

坑
水
処
理
場
の
適
切
な
管
理
・
運
営
を
実
施
し
、
老
朽
化
し

て
い
る
野
谷
坑
廃
水
処
理
場
改
修
工
事
の
令
和
６
年
度
末
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
達

成
の
実
現
を
目
指
し
、
新
た
に
本
市
が
脱
炭
素
に
向
か
う
地
域

特
性
等
に
応
じ
た
先
行
的
な
取
組
を
実
施
す
る
た
め
の
指
針
と

な
る
「
備
前
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
区
域
施
策
編
」
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
有
効
利
用

の
促
進
を
図
る
た
め
、
補
助
金
対
象
を
電
気
自
動
車
の
ほ
か
太

陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
設
備
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
補

助
金
額
を
増
額
し
、
制
度
の
拡
充
を
図
り
、
各
種
啓
発
活
動
や

未
来
を
見
据
え
た
「
水
素
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
検
討
し
て

い
く
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

 

デ
ジ
タ
ル 

　

こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
、
全
庁
的
に
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
操
作
が
不
慣
れ
な
方
を
取
り
残
さ
ぬ
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
公
平
・
公
正
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
も
寄
与
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

「
行
政
の
推
進
」

 

市
有
財
産
の
有
効
活
用
と
適
正
な
管
理 

　

公
共
施
設
の
最
適
な
配
置
の
実
現
に
向
け
、
施
設
を
統
配
合

す
る
な
ど
、
実
施
可
能
な
物
件
か
ら
着
手
し
ま
す
。
併
せ
て
、

売
却
や
貸
付
可
能
な
財
産
の
有
効
活
用
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
有
益
な
用
地
の
取
得
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
ア
ル
フ
ァ

ビ
ゼ
ン
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
拠
点

整
備
と
し
て
、
公
民
館
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
医
療

福
祉
系
専
門
学
校
で
の
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

 

総
合
支
所
の
有
効
活
用 

　

日
生
総
合
支
所
は
、
総
合

出
先
機
関
と
し
て
の
機
能
充

実
と
地
域
防
災
拠
点
と
し
て

の
安
全
確
保
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
耐
震
及
び
長
寿

命
化
を
目
的
と
し
た
改
修
工

事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
三

石
総
合
支
所
は
、
備
前
東
商

工
会
三
石
支
所
の
移
転
を
進

め
、
窓
口
及
び
事
務
所
ス

ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
吉
永
総
合

支
所
で
は
、
吉
永
地
域
が
よ
り
便
利
で
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
吉
永
駅
南
周
辺
整
備
や
総
合
支
所
の

新
設
等
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
検
討
し
ま
す
。

 

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革 

　

市
を
取
り
巻
く
行
政
課
題
へ
適
切
に
対
処
す
る
た
め
各
所
属

の
専
門
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
組
織
を
横
断
し
て
解
決
へ
と

導
く
こ
と
の
で
き
る
組
織
・
機
構
の
体
制
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人
材
か
ら
最
大
の
効
果
を
引
き
出
す
た

め
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
を
察
知

し
な
が
ら
慣
習
や
前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
真
に
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
そ
の
効
果
的
、
効
率
的
な
提
供
に

努
め
ま
す
。

 

健
全
な
財
政
運
営 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
世
界
的
な
原
油
高

や
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
動
向
な
ど
、
日
本
経
済
に
対
し
て
新

た
な
懸
念
材
料
が
生
じ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
市
税
の
急
激

な
落
ち
込
み
な
ど
は
予
測
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
人
口
減

少
に
よ
る
減
収
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
で
す
。
ま
た
、
も
う

一
つ
の
歳
入
の
柱
と
な
る
普
通
交
付
税
は
、
令
和
４
年
度
は
国

の
予
算
で
総
額
３
．
５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
市
で

は
算
定
基
礎
と
な
る
国
勢
調
査
人
口
の
減
少
に
よ
る
下
振
れ
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

健
全
財
政
の
運
営
に
つ
い
て
、
財
政
の
弾
力
性
の
指
標
と
な

る
令
和
２
年
度
の
経
常
収
支
比
率
が
₉
₇
．
６
％
と
県
下
で
は

依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
４
年

度
予
算
で
は
、
編
成
過
程
に
お
い
て
事
業
の
緊
急
性
や
優
先
度

に
つ
い
て
評
価
と
選
別
を
行
う
と
と
も
に
、
委
託
料
や
補
助
金

な
ど
の
節
減
に
努
め
る
こ
と
で
、
収
支
の
均
衡
と
財
源
不
足
の

解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
政

策
に
必
要
な
財
源
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
積
み
立
て
た
ま
ち
づ

く
り
応
援
基
金
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
健
全

か
つ
積
極
的
な
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
は
続
き
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
の
確
保
と
健
康
の
維
持
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。
併
せ
て
、
暮
ら
し
や
す
く
魅
力
あ
ふ
れ
る
備
前
市
を
築

く
た
め
に
、
国
や
県
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

広報びぜん　令和4年4月7



問財政課（☎64︲1810）

　新年度の主な事業

 教育・文化 

新規●BSO（Bizen Symphonic Oasis）事業 … 2,775万円
八塔寺地区を中心としたアウトドアスポーツ等の振興

策に係る企画準備及びインターナショナルスクールの

誘致などについて検討を行います。

新規●図書館新設検討事業………………… １億450万円
図書館の新設整備について、基本構想の策定と実施設

計等を行います。

新規●接続教育マネージャー配置事業
　　　（保育園・こども園・小学校・中学校） … 3,949万円

幼・小・中・高の一貫教育の推進を目的として、保育

園及びこども園から小学校へ、小学校から中学校へ、

中学校から高校への円滑な接続を担う「接続教育マネー

ジャー」を配置します。

拡充●ALT配置事業（保育園・こども園・小学校・中学校）
　　　………………………………………… １億328万円

英語指導力の向上を図るために、ALT（英語指導助手）

を各小・中学校に配置するとともに、新たに保育園と

こども園にも配置することで、就学前の幼児期から英

語に触れる体験を提供し、小学校における英語教育に

円滑に接続できるようにします。

新規●給食費・学用品費補助金（小学校・中学校）
　　　……………………………………… １億2,321万円

保護者の負担を軽減するため、学校給食費と学用品費

を無償化します。

 ●普通教室パソコン・モニター更新 … １億2,139万円
小・中学校、片上高校の普通教室のパソコン、モニター

の更新を行います。

新規●新給食調理場整備事業………………… 3,625万円
老朽化した給食共同調理場を再編し、新調理場を建設

するための実施設計を行います。

 ●私立保育園運営委託…………………… 4,580万円
NPO法人が整備した私立保育園において保育事業の運

営を委託するものです。

新規●備前焼ミュージアム新築等設計業務… 6,000万円
備前焼ミュージアムを新築するため、建物の規模や他

の文化施設を統合するなどの構想を検討し、実施設計

を行います。

 交流・コミュニティ 

 ●地域おこし協力隊との協働…………… 6,790万円
都市住民を地域おこし協力隊として受け入れ、隊員の

定住定着と地域活力の底上げを図ります。

 健康・福祉 

新規●放課後児童クラブ新築事業…………… 8,151万円
利用希望者数に対し施設が手狭になっている伊部小学

校区の放課後児童クラブについて、受け入れ人数の増

加に対応するため施設を新設します。

拡充●PCR等検査補助事業 ……………………… 447万円
新型コロナウイルス感染症の拡大及び重症化を防止す

るため、PCR検査及び抗原検査に加え、抗体検査を受

ける市民に対し補助を行います。

 ●出産祝金事業・出産応援特別給付金事業
 　　 …………………………………………… 3,600万円

出産祝金として、出生児1人につき10万円を支給する

とともに、コロナ禍での子育ての応援と家計支援のた

め、マイナンバーカードを所有する支給対象者には、

さらに10万円を支給します。

 産業・経済・都市計画 

新規●備前焼伝統産業会館及び
 　伊部駅施設改修設計業務委託………… 1,050万円

エレベーターの設置など利便性向上のための改修案を

検討します。

新規●備前焼フェア…………………………… 1,550万円
瀬戸内国際芸術祭の来場者の誘客を視野に、買い物抽選

券の発行や備前焼販売テントの出店、市内備前焼作家の

窯出し、窯焚きの情報を発信し、作家や窯元に足を運ん

でもらえるフェアを年4回開催します。 
新規●岡山デスティネーションキャンペーン受入
　　　対策事業補助金…………………………… 200万円

市内観光拠点をはじめ、地元特産品、店舗など、地域

の情報を集約、また掲載協力店舗の割引券等のクーポ

ンを付属した冊子を発行し、観光客に市内周遊を楽し

んでもらうとともに、リピートを促します。

　令和４年度当初予算案を２月定例議会に上程しました。

　この当初予算は、持続可能で魅力あふれる「令和の時

代」のまちづくりに向けて、教育の充実、子育て支援を

主体に「第３次備前市総合計画」に掲げた政策を実現す

るための施策、事業に重点を置いた編成としています。

　一般会計の総額は、₂₁₁億₁︐₁₀₀万円（前年度当初比

₁₂．₁％増）となり、特別会計と事業会計を合わせた総合

計額は、₄₃₃億₄︐₂₆₄万円（前年度当初比₇．₂％増）となっ

ています。

令和４年度 当初予算案

一般会計性質別（単位：万円）

繰入金・繰越金増の主な要因は、教育のまちづくりや備前焼

の振興、さらにコンパクトシティの形成に必要な駅舎や施設

の設計などにまちづくり応援基金を充当したためです。

211億1，100万円 依
存

財
源

　
1

‚3
3

2
‚4

5
0（

6
3
.1

%

）

自主
財

源

　
7
7
8
,6

5
0
  （

3
6

.9
%

）

合計

211億1,100
（100%）

歳入

諸収入
24,820　

（1.2%）分担金・
負担金・
使用料・
手数料・
財産収入・
寄附金
79,946（3.8%）

繰入金・
繰越金
191,101　

（9.0%）

   

国庫支出金
231,210

（10.9%）

県支出金 108,565（5.1%）

 市債
151,200　
（7.2%）

地方交付税・
　地方譲与税・交付金等
　  841,475（39.9%）
   

市　税
482,783　
　　（22.9%）
　　

性質別歳入 令和4年度
予算額

対前年度
伸率(％)

市　税 482,783 1.9%

諸収入 24,820 △ 10.5%

繰入金・繰越金 191,101 105.4%

分担金・負担金・
使用料・手数料・
財産収入・
寄附金

79,946 36.3%

地方交付税・
地方譲与税・
交付金等

841,475 8.3%

市　債 151,200 △ 8.2%

国庫支出金 231,210 22.1%

県支出金 108,565 9.3%

合　　計 2,111,100 12.1%
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新規●瀬戸内国際芸術祭関連事業……………… 500万円
日生港から大部港（小豆島）の片道乗船券の無料キャ

ンペーンを実施し、船内では備前焼・パネル等の展示、

観光パンフレットの設置、観光PR映像の配信やワーク

ショップを開催します。

 ●若年者新築住宅補助金………………… 3,750万円
50歳未満で新築住宅を取得し、完成までにマイナン

バーカードを取得する人で、一定の条件を満たす事業

者等による建築費用に対し、上限100万円を補助しま

す。さらに、令和4年4月1日以降の新築のための土

地購入費用に対し、上限50万円を補助します。

 安全・生活基盤 
 ●防災行政無線の整備……………… 6億2,711万円

緊急的な災害情報やJアラート等を迅速に市民に伝達 

するためのデジタル同報系防災行政無線を整備します。

新規●高齢者踏み間違い急発進抑制装置整備費補助金　　　 ……………………………………………… 100万円
高齢者踏み間違い急発進抑制装置の取り付けに要する

費用の一部を補助します。

新規●消防団員準中型自動車免許取得費支援事業補助金
　　　 ………………………………………………… 60万円

3.5トン以上の消防車両を所有する消防団において、準

中型自動車免許を取得する団員に免許取得費用の一部

を補助します。

拡充●防犯カメラ・防犯灯設置事業………… 1,046万円
犯罪や事故を抑止し、夜間の安全な環境を整備するた

め、通学路及びその周辺道路等に防犯カメラ及び防犯

灯を整備します。

 ●浚渫土砂処分場の整備………………… 9,100万円
河川の浚渫土砂等を搬入するための処分場を整備しま

す。（令和2年度～）

 ●市道の新設改良…………………… 3億8,640万円
浦伊部線、片上26号線、山田原蕃山線など市道改良事

業や市内全域の道路舗装、片上駅前整備工事などを 

行います。

 生活環境 

拡充●公共交通の維持（市営バスの運行など）
　　　……………………………………… 2億1,804万円

従来の公共交通の維持に加え、高校生の通学の利便性

を向上させるために既存路線を増便します。

拡充●ゼロ・カーボンシティ促進補助金…… 1,000万円
電気自動車、プラグインハイブリッド自動車の購入、

V2H充電設備、太陽光発電システム、リチウムイオン

蓄電池の整備に対して上限20万円を補助します。

 ●地球温暖化対策実行計画策定業務……… 836万円
国のカーボンニュートラル宣言を踏まえ、地球温暖化

対策実行計画区域施策編を新たに策定するとともに、

事務事業編の改定を行います。

 ●野谷坑廃水処理場改修事業…………4億1,551万円
適切な鉱水処理のため、老朽化した野谷坑廃水処理場

を年次的に改修します。

 ●一般廃棄物最終処分場等整備のための計画策定
　　　…………………………………………… 2,772万円

一般廃棄物最終処分場等の地質調査及び環境アセスを実

施し、基本設計を行うとともに、基本計画を策定します。

 その他 

 ●旧アルファビゼン跡地活用事業……… 3,160万円
減築した建物を利用して新たな建築物を建設した場合

の実施設計を行います。

新規●JR新駅基本構想検討・
　　　JR伊里駅活性化等概略検討業務 ……… 560万円

畠田地内にJR新駅の設置を検討します。また、JR伊里駅

及び周辺を活性化するために駅の周辺整備を検討します。

新規●高等教育機関等立地可能性調査業務委託
 　……………………………………………… 500万円

教育及び雇用に直結し、人の流れを生み出すプロジェ

クトとして、高等教育機関等の設立の可能性を幅広く

検討します。

区　分 令和4年度
予算額

対前年度
伸率(％)

一 般 会 計 2,111,100 12.1

特

別

会

計

国民健康保険事業 428,212 2.8

土地取得事業 29,177 379.4

三石財産区管理事業 465 8.2

三国地区財産区管理事業 938 27.7

浄化槽整備事業 2,213 1.3

後期高齢者医療事業 63,832 2.9

介護保険事業 407,909 △  4.5

飲料水供給事業 2,921 △  8.1

宅地造成分譲事業 1,106 928.6

駐車場事業 2,984 △  39.5

企業用地造成事業 42,724 1,744.7

水 道 事 業 会 計 229,410 12.6

下 水 道 事 業 会 計 386,907 △  11.6

病 院 事 業 会 計 624,366 5.5

合　　計 4,334,264 7.2

会計別予算状況（単位：万円）

普通建設事業費増の主な要因は、日生総合支所

の耐震長寿命化事業によるものです。

合計

211億1,100
（100%）

歳出

投
資

的
経

費

そ
の

他

31
5,

97
2 （

15.
0%

）

消
費

的
経

費　652,772 （30.9%
）

義
務

的

経
費

　
8
2
6
,4

0
2

 （
3
9
.1%

）

3
1
5
,9

5
4（

15
.0

%
）

　

繰出金
192,453

（9.1％）

人件費
396,426

（18.8％）

　公債費
199,716
　（9.5％）

扶助費
230,260

（10.9％）

普通建設
事業費
315,954

 （15.0％）

補助費等
320,917

（15.2％）

維持補修費
22,260（1.0％）

投出資・
貸付金

48,641
（2.3％）

積立金69,878（3.3％）

その他

5,000（0.2％）

物件費
309,595

（14.7％）

性質別歳出 令和4年度
予算額

対前年度
伸率(％)

人件費 396,426 2.5%

公債費 199,716 4.0%

扶助費 230,260 0.1%

物件費・
維持補修費

331,855 21.6%

補助費等 320,917 1.7%

普通建設事業費 315,954 46.5%

繰出金 192,453 1.2%

投出資・貸付金 48,641 △ 17.1%

積立金 69,878 301.6%

その他 5,000 0.0%

合　　計 2,111,100 12.1%
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４月から市の組織を改編します
　政策の推進、新たな行政課題に的確に対処するため、4月1日付けで組織を改編します。くわしくは

折り込みをご確認ください。
問行革推進係（☎64-1872）

備前市の未来のために
　「第３次備前市総合計画兼第２期備前市　　　　　

まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定
　本市の将来像やまちづくりの方向性を示し、行政運営の総合的な指針

となる「第３次備前市総合計画兼第2期備前市まち・ひと・しごと創生

総合戦略」を策定しました。

　令和３年度から10年間を基本構想期間とし、「子育て支援の充実」「教

育のまち備前の発展」「持続可能な雇用の創出・安定」「住宅施策の推進」

の4本柱を軸に、まちの将来像「豊かな“自然と文化”、魅力あふれる“ま

ち”、活気ある“ひと”、それが備前」を目指します。

　今後は毎年、計画の達成状況や成果について評価・検証を実施し、そ

の結果を公表するとともに、計画の適切な進行管理に努めます。

○ 計画の閲覧場所：市ホームページ、企画課、各総合支所、

　出張所、中央公民館、各地域公民館および各地区公民館
問企画課（☎64-1871）

デジタル防災行政無線（同報系）
戸別受信機の申請を受け付けています

 

　備前市では、屋外スピーカー・戸別受信機による一斉放送により、住民の

皆さんに防災情報や行政情報を提供する「デジタル防災行政無線（同報系）」

の整備を行っています。

　戸別受信機は、天候などにより屋外スピーカーだけでは聞き取り難い場合

があるため、建物内で放送を聞くための機器です。戸別受信機より放送され

る同様の内容は、市LINE・ FacebookなどのSNSでも発信をします。

　未申請の人で無償貸与を希望される人は、申請を行ってください。1世帯

当たり戸別受信機1台を無償貸与します。

申 問危機管理課（☎64-1809）

備前市総合計画
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― 利用上の注意点 ―

中国銀行の市役所での派出業務廃止のお知らせ
　市役所1階の中国銀行の派出業務を廃止しました。同じ場所で市職員が市税や各種料金の収納を行い

ます。市税や各種料金は引き続き各金融機関窓口でも納付できます。納付書をご確認ください。
問会計課（☎64-1801）

スマホ決済、はじまります！　
～市税・各種料金を自宅にいながらキャッシュレスで納付～

　従来の口座振替、金融機関・市役所での窓口納付、コンビニエンスストアでの納付に加えて、スマート

フォン決済アプリケーション（スマホ決済）を利用して市税・各種料金の納付ができるようになりました。

　これまで同様、納付忘れによる延滞金のリスクを減らすため

にも、便利で確実な口座振替もご利用ください。

【対象の市税や各種料金と利用できるアプリ】

市税（特別徴収分を除く）・各種料金 アプリ

市県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育園保育料、住宅使用料、
駐車場使用料、下水道受益者負担金、小型船舶係留施設使用料、
簡易給水施設使用料

ＰａｙＰａｙ 請求書払い　
ＬＩＮＥ Ｐaｙ 請求書支払い　
ＰａｙＢ 支払秘書

水道料金、下水道使用料
ＰａｙＰａｙ 請求書払い　
ＬＩＮＥ Ｐaｙ 請求書支払い　
ＰａｙＢ

　

取り扱いできない納付書
⃝バーコードの印字がないもの（1枚当たりの納付額が30万円を超えているものは印字がありません）

⃝納期限を過ぎているもの（水道料金、下水道使用料は、納期限を過ぎているものも取り扱いできます）

⃝納付書に印字された金額を変更、訂正したもの　⃝汚れや破れがひどくバーコード読み取りができないもの

⃝領収証書は発行されないので、必要な人は市役所・金融機関・コンビニエンスストアなどにて現金で納

付してください。特に軽自動車税の領収証書〔軽自動車税納税証明書（継続検査用）〕は車検の手続き

の際に必要となるので、ご注意ください。　

⃝納付後の取り消し・変更はできません。

⃝お支払い後も領収印のない納付書がお手元に残るので、重複納付にご注意ください。

　（納付書の領収欄などに納付日を記入するなどしておいてください。）
問【市税・各種料金に関すること】税務課収納推進係（☎64-1814）

　 【水道料金・下水道料金に関すること】お客様センター（☎66-9791）

令和４年４月１日   利用開始

納付書のバーコードを、
スマートフォン決済アプリで

読み込みます。

※利用方法はアプリごとに異なりま
す。詳細はアプリの公式ホームペー
ジなどでご確認ください。

　（アプリのダウンロードや利用にかか
る通信料は利用者負担になります。）

〈対象決済アプリロゴ〉

スマホ決済
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※休館日がありますので、ご注意ください。

既存商店のリフォーム！
空き店舗の活用を！

　小売店、飲食店として空き店舗などを活用した

り、既存商店をリフォームして営業活動を継続し

ようとする一定の条件を満たす人や市内に本店の

ある法人などに対して、必要な経費の一部を補助

します。

◆補 助 額　 工事請負費、備品購入費、その他営

業活動に関して直接必要となる経費

　　　　　　対象経費の1╱３（限度額100万円）

◆受付期間　 12月28日㈬まで　

※期限前でも、予算が無くなり次第受

付終了とします。

　対象条件など、くわしくはお問い合わせください。
問産業振興課（☎64-1848）

事業主の皆さんへ

　現在新型コロナ対策として実践している、新し

い働き方・休み方をこれからも続けていくために

は、計画的な業務運営や休暇の分散化にも資する

年次有給休暇の計画的付与制度や、労働者のさまざ

まな事情に応じた柔軟な働き方・休み方に資する時

間単位の年次有給休暇制度の導入が効果的です。
問岡山労働局雇用環境・均等室

　（☎086-225-2017）

公民館からお知らせ
　

　何かを始めたい人、挑戦してみたい人、

趣味を広げたい人、仲間作りがしたい人、

まずはお住いの地区の公民館にお問い合わ

せください。あなたが輝けるグループ活動

と出会えるかも・・・。

　備前市内には中央公民館1館、地域公民

館2館、地区公民館13館あります。

　各公民館には、茶道・華道・写真・各種

楽器・語学・料理・裁縫・囲碁・絵画・文

芸・工芸・踊り・体操など、教養向上や健

康増進や社会福祉の増進を目的とする活発

なグループ191団体が活動しています。

　各グループは活動する公民館が決まって

いて（公民館毎の登録制）、随時メンバー

（会員）を募集しています。

　くわしくは広報びぜん5月号の折込を

ご覧ください。

施　　設 住　　所 連絡先

中央公民館
（市民センター） 西片上17-2 ☎64-1133

西鶴山公民館 畠田102-1 ☎66-9545
香登公民館 香登本745-1 ☎66-9001
伊部公民館 伊部1776-1 ☎64-2774
片上公民館 西片上17-2 ☎64-1135
伊里公民館 友延409 ☎67-0001
東鶴山公民館 佐山2616 ☎65-8001
三石公民館

（三石ふれあいセンター） 三石1094 ☎62-0811

日生地域公民館
（日生市民会館） 日生町日生241-87 ☎72-1006

日生西公民館 日生町日生630-1 ☎72-1006
日生東公民館 日生町寒河3961-2 ☎74-0942
日生南公民館 日生町日生2794-1 ☎72-1006
吉永地域公民館 吉永町三股19 ☎84-3839
和意谷公民館 吉永町和意谷1423-2 ☎84-2840
神根公民館 吉永町神根本911 ☎84-2840
三国公民館 吉永町都留岐319 ☎84-2840

ほっと一息。ゆっくり休めば、
この春がもっと楽しくなる。

～計画的な業務運営や休暇の分散化にも役立つ

「年次有給休暇の計画的付与制度」の導入を！～

商業振興対策事業

働き方の新しいスタイル

テレワークや
ローテーション勤務

時差通勤で
ゆったりと

オフィスは
ひろびろと

会議は
オンライン

対面での打合せは
換気とマスク
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国保人間ドック申し込み受付中！　　

※新型コロナ感染症などの影響で、検査項目や日程が変更になる可能性があります。

◆対 象 者　国民健康保険の被保険者で、昭和23年4月2日～昭和63年4月1日生まれの人

　　　　　　※国民健康保険税を滞納している世帯は除きます。

◆定　　員　400人　※募集定員になり次第締切

◆自己負担　共通・特定検査項目：一般ドック　6,800円、脳ドック　8,200円

　　　　　　選択検査項目：肝炎ウィルス検査　300円、ピロリ菌検査　200円

　　　　　　　　　　　　　眼底検査　200円、肺機能検査　700円、頸動脈超音波検査　1,000円

◆実施期間　令和4年4月～令和5年2月（受診日は後日、受診医療機関と調整してください。）

◆申込方法　保健課保険医療係、各総合支所窓口で、保険証をご持参の上、

　　　　　　申し込んでください。オンラインでもお申し込みできます。
問保健課保険医療係（☎64-1819）

一般ドック 脳ドック

共　　通
検査項目

診察、血圧測定、血液生化学検査（脂質・肝機能・代謝系）、血液一般、炎症反応、便潜血
尿一般、腎機能、心電図、胸部Ｘ線、腹部超音波、視力検査、聴力検査

特　　定
検査項目

胃部Ｘ線または胃カメラ
（胃部組織検査は実施しません。）

頭部MRI検査

選　　択
検査項目

肝炎ウィルス検査、ピロリ菌検査（胃）、眼底検査、肺機能検査
※脳ドック申込者のみ…頸動脈超音波（パルスドプラ法）

実　　施
医療機関

大ヶ池診療所、木村内科、木村医院、草加病院
市立備前病院、市立日生病院、市立吉永病院
北川病院、平病院、小谷医院、赤穂市民病院
赤穂中央病院

草加病院、市立備前病院、市立吉永病院

赤穂市民病院、赤穂中央病院

清掃、草刈等の
ボランティア団体募集　

　令和4年度「市道、市管理河川などボランティア推進事業」

への参加団体を募集します。

　市が管理する道路・河川などの清掃美化活動への取組に対し、

清掃資材などの購入費用として上限３万円と、ボランティア活

動保険加入費用の補助を行います。

◆募集期間　4月1日㈮～28日㈭

　※ 原則として、申請書は募集期間中に必要書類の提出をお願

いします。募集期間経過後に申請書を提出される場合は事

前に建設課までご相談ください。

◆ 令和３年度の活動団体の皆さんへ【手続きを一部簡素化して

います】

令和4年度から、継続的に本事業に参加し活動

していただいている団体は、活動団体認定申込

書による申請を省略することができるようになり

ました。くわしい手続きの流れは市ホームページ

をご覧ください。　　　問建設課（☎64-1833）

「おかやまアダプト」
推進事業団体募集

　岡山県では、「おかやまアダプト」

推進事業への参加団体を募集してい

ます。

　認定を受ければ、県が管理する道

路・河川の清掃美化の活動に取り組

んでいる団体、これから取り組もう

という団体に対して活動の支援を行

います。

◆募集期間　4月22日㈮まで
問備前県民局東備地域管理課

　（☎0869-92-5170）

　建設課（☎64-1833）

お申し込み
フォーム
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令和4年度　備前市社会体育関係事業予定表

期　　日
事　　業　　名 会　　場

月 日 曜日

4

2・3 ㈯㈰ 全国小学生大会県予選（テニス） テニスセンター

3 ㈰ 第47回県学童軟式野球選手権大会〈地区予選〉 備：多目的広場

10 ㈰ 第77回国民体育大会軟式野球競技〈地区予選〉 備：多目的広場

16・17 ㈯㈰ 高松宮賜杯第66回全日本軟式野球大会〈県予選〉 備：多目的広場

24 ㈰
第44回館長杯ソフトボール大会 伊里中学校グラウンド

エンジョイニュースポーツ（伊部体力づくり育成会） 片口運動公園

5

1 ㈰ 備前陸上競技記録会 備：多目的競技場

10 ㈫ 第31回備前地区春季大会（グラウンド・ゴルフ） 備：多目的競技場

14 ㈯ 艇庫開き 吉：艇庫

28・29 ㈯㈰ 県ジュニアユース（晴れの国リーグ） 備：多目的競技場

29 ㈰ 備前市民ニュースポーツフェスティバル 備：体育館

6

11・12 ㈯㈰ 1993備前サッカークラブ連合杯 備：多目的競技場

12 ㈰ 日生町同級生バレーボール大会 日：体育館

18・19 ㈯㈰ 備前東地区中学校夏季総合体育大会（バドミントン・陸上競技） 備：体育館ほか

19 ㈰ 日生町同級生ソフトボール大会 日：スポーツ広場

25 ㈯ 吉永支部夏季バドミントン大会 吉：体育館

26 ㈰ 第10回備前市実戦空手選手権大会 備：体育館

7

2 ㈯ 吉永支部夏季バレーボール大会 吉：体育館

2・3 ㈯㈰ 中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会岡山県決勝大会 備：多目的広場

5 ㈫ 第19回備前市市長杯（グラウンド・ゴルフ） 備：多目的競技場

9 ㈯ 第31回備前市リレーカーニバル 備：多目的競技場

10・17 ㈰ 第46回県社会人軟式野球選手権大会兼第26回西日本軟式野球選手権大会 備：多目的広場

13 ㈬ 第25回備前市協会会長杯（グラウンド・ゴルフ） 吉：グラウンド

16 ㈯ 海洋スポーツ普及大会 吉：艇庫

17 ㈰ 第26回備前市長杯大会（ソフトテニス） テニスセンター

24 ㈰ 備前市親善ゲートボール大会 南方ゲートボール場

27・28 ㈬㈭ 第60回岡山県中学校総合体育大会（テニス） テニスセンター

8

4・5 ㈭㈮ 第2回中国中学校テニス選手権大会 テニスセンター

11 ㈭ 第12回BIZENナイター陸上フェスティバル 備：多目的競技場

16 ㈫ 第14回備前市GG協会L＆M大会（グラウンド・ゴルフ） 備：多目的競技場

27 ㈯ 第21回会長杯備前ジュニア大会（ソフトテニス） テニスセンター

9

10・11 ㈯㈰ 備前市サッカー交流大会 備：多目的競技場

17・18 ㈯㈰
第37回岡山県学童軟式野球秋季大会 備：多目的広場

備前東地区中学校秋季総合体育大会（バドミントン・陸上競技） 備：体育館ほか

18 ㈰ 吉永支部ゲートボール大会 南方ゲートボール場

19 ㈪ 備前市バドミントンジュニアオープン秋季大会 備：体育館

25 ㈰

西鶴山地区運動会 西鶴山小学校グラウンド

第50回三石地区体育祭 三石運動公園

東鶴山地区運動会 東鶴山小学校グラウンド

備：総合運動公園（☎63-3811）　日：日生運動公園（☎72-2226）　吉：吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎84-3776）

※太字で記載の行事は、備前市・備前市教育委員会関係行事です。

※令和4年３月現在で作成しておりますので、変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

広報びぜん　令和4年4月15

問社会教育課（☎63-3813）

期　　日
事　　業　　名 会　　場

月 日 曜日

10

2 ㈰
ルーセント杯第45回備前市秋季大会（ソフトテニス） テニスセンター

吉永支部ハートウォーク 竜泉山

2・23 ㈰ 第73回中国五県都市対抗軟式野球大会 備：多目的広場

10 ㈪ 備前市民スポーツフェスティバル 備 日 吉：体育館ほか

12 ㈬ 東備BL第7回岡山県会長杯（グラウンド・ゴルフ） 吉：グラウンド

13 ㈭ 第10回備前市小学校学童陸上運動記録会 備：多目的競技場

16 ㈰ 第33回会長杯グラウンドゴルフ大会（片上スポーツ振興会） 片上小学校

19 ㈬ 吉永支部グラウンドゴルフ大会 吉：グラウンド

10月下旬 八塔寺アウトドアスポーツ祭 （八塔寺）周辺

11

3 ㈭ びぜん優くらぶ杯小学生男子バレーボール大会 備：体育館

12 ㈯ 吉永支部秋季バレーボール大会 吉：体育館

13 ㈰
1993備前サッカークラブ連合フェスティバル 備：多目的競技場

びぜん優くらぶ杯小学生女子バレーボール大会 備：体育館

15 ㈫ 第31回備前地区秋季大会（グラウンド・ゴルフ） 備：多目的競技場

19 ㈯
吉永支部秋季バドミントン大会 吉：体育館

びぜん優くらぶくうねるあそぶ硬式野球大会 日：野球場

20 ㈰

吉永支部ゲートボール大会 南方ゲートボール場

第42回備前市空手道選手権大会 備：体育館

第5回谷三三五記念陸上競技大会 備：多目的競技場

26 ㈯ 第38回会長杯ペタンク大会（片上スポーツ振興会） 片上小学校

27 ㈰
日生町バドミントン大会 日：体育館

備前市スポーツ少年大会 吉：グラウンド

12

4 ㈰ 吉永支部マラソン大会 吉：グラウンド周辺

11 ㈰ 岡山陸協陸上競技教室 備：多目的競技場

17・18 ㈯㈰ ルーセント杯第8回備前市高等学校インドア大会（ソフトテニス） 備：体育館

1

1 ㈰
第45回初日の出熊山登山（香登スポーツ振興会） 熊山展望台

吉永支部飯盛城山ご来光ツアー 加賀美八塔寺

8 ㈰
新春なわとび・マラソン大会（伊部体力づくり育成会） 備前中学校

第42回新春なわとび大会・第46回駅伝大会（西鶴山地区） 西鶴山小学校グラウンドほか

17 ㈫ 備前市議長杯大会（グラウンド・ゴルフ） 日：スポーツ広場

22 ㈰ 第23回なわとび大会＆第20回グラウンドゴルフ大会（三石体育振興会） 三石運動公園

2

5 ㈰ 第44回伊里駅伝（伊里体育振興会） 伊里中学校グラウンド（発着)

11 ㈯ 第70回備前市えびす駅伝競走大会 備：多目的競技場ほか

12 ㈰ 岡山県少年サッカー優勝大会（トヨペット杯） 備：多目的競技場

15 ㈬ 吉永支部グラウンドゴルフ大会 吉：グラウンド

19 ㈰

第38回卓球大会（香登スポーツ振興会） 香登小学校体育館

とくり会ジュニア杯大会（ソフトテニス） テニスセンター

Ｂ＆Ｇ財団会長杯剣道大会 吉：体育館

3

4・5 ㈯㈰ 第23回備前・瀬戸内サッカー大会 備：多目的競技場

12 ㈰ 備前♡日生大橋マラソン2023（予定） 日：スポーツ広場ほか

18 ㈯ どんこ杯バレーボール交流大会（東備地区小学生バレーボール） 備：体育館

19 ㈰ 備前市バドミントンジュニアオープン春季大会 備：体育館
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令和４年度　国民年金保険料
令和4年4月分から令和5年3月分までの　　

国民年金保険料は、 月額 ₁₆︐₅₉₀円  です。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料

が免除・猶予される制度があります。市役所または岡山東
年金事務所へご相談ください。

岡山東年金事務所での年金相談・お手続きの際は、ぜひご予約を！

　年金相談や年金請求手続きについて、お待たせ時間の少

ない「予約相談」をご利用ください。
◎岡山東年金事務所（☎086-270-7925⎠　

年 金 受 給：音声案内1番→2番　
保険料納付：音声案内2番

◎専用受付電話（☎0570-05-4890）
◆希望日の1か月前から前日まで受付しています。
◆ ご予約の際は、基礎年金番号のわかるものをご用意ください。
問市民課（☎64-1818）、三石管理課（☎62-0501）　
　日生管理課（☎72-1102）、吉永管理課（☎84-2512）

コンビニ交付の証明書手数料が         なります
　4月1日からコンビニエンスストアなどのマルチコピー機

による証明書の交付手数料を引き下げます。

証明書の種類 手数料

住民票の写し（本人・世帯全員分） 1通300円→200円

印鑑証明書（本人分のみ） 1通300円→200円

所得（課税）証明書（本人分のみ） 1通300円→200円

問

【住民票の写し・印鑑証明書に関すること】市民課（☎64-1818）

【所得（課税）証明書に関すること】税務課（☎64-1814）

マイナンバーカードを作りませんか？
　申請用紙があれば、自宅で簡単に申請をすることができます。
①申請用紙の発行
⃝窓口で発行　市役所本庁、総合支所の窓口に来ていただくと、その場で発行します。
⃝郵送で発行　 インターネットまたは電話で発行申請をしていただくと、後日、市役所
　　　　　　　から申請用紙が届きます。
②申請用紙を入手したら、次のいずれかの方法により申請をします。
 主な申請方法 
⃝インターネット申請　申請用紙のQRコードから申請
⃝郵送申請　申請用紙を記入し、写真を貼り付けて郵送　
　　　　　　※専用の無料封筒は、市役所窓口またはマイナンバーカード総合サイトから取得できます。
⃝窓口申請　市役所本庁・総合支所の窓口で申請　※顔写真の撮影もしています。
申 問市民課（☎64-1818）

マイナンバーカード
の時間外予約窓口

◆窓　　口　市役所本庁（市民課）
◆開設日時　
　4月9日㈯（9：00～12：00）
　4月13日㈬､ 27日㈬
　　　　　 （17：15～19：00）
※ 2日前までにお申し込みください。
※5月以降も開設を予定しています。
◆取扱業務　
マイナンバーカードの申請、受け取
り、更新、暗証番号再設定（その他
の業務は受付できません）
問市民課（☎64-1818）

【マイナンバーカード 時間外予約窓口】
予約用QRコード

時間外窓口

【マイナンバーカード　
申請用紙の発行】

※ 利用者証明用電子証明書付きのマイナンバー
カードが必要です。

※市役所窓口の手数料に変更はありません。
※コンビニ交付では交付できない証明書がある

のでご注意ください。
※氏名や住所の文字数がシステム

上の制限を超えているものなど
コンビニ交付では証明書が交付
できない場合があります。

コンビニ交付

コンビニ交付の証明書手数料が         なります
100円
安く
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申請様式 死亡届

 令和４年度　狂犬病予防注射

・飼い犬には毎年狂犬病予防注射を受けさせましょう。

・注射を終えたら必ず注射済票の交付を受け、犬に付けましょう。

・犬の体調が悪い場合は獣医師に相談しましょう。

飼い主として　
・近所迷惑や事故の原因となる犬の放し飼いは
止めましょう。

・散歩時の犬の糞は責任を持って持ち帰り、
道路や公園・他人の土地を汚さないように
しましょう。

各種届出をお忘れなく！

・犬を取得したとき ・犬が亡くなったとき　
・飼い主が変わったとき ・犬の所在地が変わったとき

時　間 場　所
9：00～9：05

吉永

南方会館
9：10～9：25 吉永総合支所
9：30～9：40 岩崎集会所（ゆずりは前）
9：45～9：50 つづらコミュニティハウス
10：00～10：10 神根生活改善センター
10：15～10：25 高田コミュニティハウス
10：35～10：45 三国出張所
10：50～11：00 下畑コミュニティハウス
11：10～11：15 八塔寺バス停東側駐車場
12：45～12：50 福満コミュニティハウス
12：55～13：00 金谷集会所
13：05～13：15

三石
野谷畑自治公民館

13：20～13：30 旧三石商工会（三石郵便局前）
13：35～13：45 三石ふれあいセンター

時　間 場　所

 8：45～ 8：55

備前

市民センター駐車場 
【中川時計店前駐車場】

 9：05～ 9：20 伊里公民館
 9：25～ 9：35 麻宇那自治公民館
 9：40～ 9：55 蕃山自治公民館
10：05～10：15 伊里中自治公民館
10：20～10：30 閑谷自治公民館
10：50～11：00 ひだすき作業所
11：05～11：15 浦南自治公民館
11：20～11：30 伊部公民館
11：35～11：55 リフレセンターびぜん
12：00～12：05 池灘自治公民館
13：10～13：20 香登公民館
13：25～13：35 福田市営住宅集会所
13：40～13：50 西鶴山公民館
13：55～14：05 新庄自治公民館
14：20～14：30 佐山自治公民館
14：35～14：45 鶴海自治公民館
14：55～15：00 久々井自治公民館

時　間 場　所
 9：00～ 9：05

備前
明石消防器庫

 9：10～ 9：20 穂浪コミュニティハウス
 9：25～ 9：30 木生自治公民館
 9：35～ 9：40

日生

三軒家会館
 9：50～10：00 寒河東倶楽部
10：05～10：15 寒河コミュニティセンター
10：20～10：30 日生運動公園体育館
10：35～10：40 梅灘会館
10：50～11：00 頭島定期船乗場
11：10～11：15 中日生会館
11：20～11：30 日生総合支所

時　間 場　所
 8：55～ 9：05

吉永
三国出張所

 9：35～ 9：55 吉永総合支所
10：10～10：25 三石 三石ふれあいセンター
10：45～10：55

日生
寒河コミュニティセンター

11：05～11：15 日生総合支所
11：25～11：35

備前

伊里公民館

11：45～12：00
市民センター駐車場
 【中川時計店前駐車場】

13：10～13：25 リフレセンターびぜん
13：35～13：45 香登公民館
13：50～14：00 西鶴山公民館
14：20～14：30 東鶴山公民館

※交通状況等の都合により予定時刻が前後する場合があります。

※新型コロナウイルス感染症により、延期になる可能性があり

　ます。

問保健課健康係（☎64-1820）

４月15日㈮

◆狂犬病予防集合注射のご案内◆

４月26日㈫

５月22日㈰

４月21日㈭

【手数料等】

・注射料金等　3︐200円（狂犬病予防注射代 2,650円、注射済票交付手数料550円）

・登録手数料　3,000円（既に登録済の犬は不要）

狂犬病予防注射を受ける際は、　　　　
事前送付のハガキを必ずお持ちください

広報びぜん　令和4年4月17



お知らせ　  information

　
　
介
　
　
護
　

「
家
族
介
護
支
援
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
交
付
申
請

　

在
宅
高
齢
者
の
介
護
者
に
、
介

護
用
品
と
引
換
え
が
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

対

要
介
護
「
３
」「
４
」「
５
」
の

認
定
を
受
け
た
在
宅
高
齢
者
の

介
護
者
で
、
在
宅
高
齢
者
お
よ

び
介
護
者
と
も
に
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
人

申

問

４
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
ま
で

に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま

た
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
 
１
８
４
４
）
へ

特
定
疾
患
の
人
に

　

療
養
交
通
費
を
助
成

～
自
家
用
車
利
用
の
人
も
対
象
～

　

特
定
疾
患
（
腎
不
全
（
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
人
）、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
な
ど
）
の
人
に
療
養
交

通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対

特
定
疾
患
の
患
者
で
通
院
治
療

を
受
け
て
い
る
人
で
、
本
人
ま

た
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
市

町
村
民
税
に
お
け
る
所
得
が

１
千
万
円
未
満
で
、
申
請
日
に

お
い
て
市
税
の
滞
納
が
無
い
人
。

補
助
額

通
院
中
の
医
療
機
関
ま
で
の

交
通
機
関
料
金
の
半
額
（
週
２

回
以
内
で
月
額
５
千
円
が
上
限
）。

※
タ
ク
シ
ー
・
福
祉
有
償
運
送
利

用
の
場
合
は
領
収
書
が
必
要

対
象
期
間

４
月
支
払
い
（
10
月
～

３
月
通
院
分
）

申

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
管
理
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
医
療
機
関
の
証
明
を
受
け

て
、
４
月
15
日
㈮
（
厳
守
）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

社
会
福
祉
課
（
☎
 
１
８
２
４
）

　
　
ス
ポ
ー
ツ
　

『
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
教
室
』
を

開
催
し
ま
す

　

カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ
ト
な
ど
の
教
室
を

実
施
し
ま
す
。
参
加
に
は
吉
永
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
が
必
要 

な
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時

5
月
14
日
㈯
～
8
月
28
日
㈰

　

毎
週
土
曜
・
日
曜

　

13
時
30
分
～
16
時

所

吉
永
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇

庫
（
南
方
大
池
）

料

（
年
会
費・

保
険
料
含
）

　

中
学
生
以
下 

１
，
５
０
０
円

　

高
校
生
以
上 

２
，
５
０
０
円

申

問

随
時
。
申
込
用
紙
と
会
費
を 

吉
永
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
（
☎
 
３
７
７
６
）
か
社

会
教
育
課 

（
☎
 
３
８
１
３
） 

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
、

奉
仕
活
動
な
ど
の
際
の
傷
害
事
故

や
、
第
三
者
に
与
え
た
損
害
を
補

償
す
る
制
度
で
す
。
子
ど
も
会
や

文
化
サ
ー
ク
ル
な
ど
４
人
以
上
の

ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。

　

加
入
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス

ポ
あ
ん
ね
っ
と
）
か
ら
受
付
け
て

い
ま
す
。

※
申
込
書
は
社
会
教
育
課
（
☎
 

３
８
１
３
）、
社
会
体
育
施
設
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
域
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

問

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
岡
山
県
支
部 

（
☎
０
８
６
・
２
０
１
・
３
８
１
１
）

スポあんねっと

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

新
入
団
員
募
集
!!

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
現
在

７
種
目
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
剣
道
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

少
林
寺
拳
法
）
の
15
団
体
、
約

２
０
０
人
の
幼
児
・
小
・
中
学
生

団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
野
外

活
動
や
奉
仕
活
動
、
交
歓
大
会
な

ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
社 

会
教
育
課
内
☎
 
３
８
１
３
）

スポーツ少年団
紹介

　
　
イ
ベ
ン
ト
　

備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

問

（
☎
 
１
４
０
０

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 
８
３
０
０
）

開
館
時
間

９
時
～
17
時

　

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

休

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
そ
の
翌

日
）

入

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
・
大

学
生
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料
、
備
前
市
在
住
の
65
歳
以

上
は
半
額
な
ど
の
割
引
あ
り

 

企
画
展 

新
収
蔵
品
展

　

昨
年
度
新
た
に
計
34
点
の
作

品
・
書
籍
を
収
蔵
し
ま
し
た
。
う

ち
26
点
は
岡
山
県
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
・
森
陶
岳
の
作
品
で
す
。

当
館
の
新
た
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時

４
月
14
日
㈭
～
７
月
18
日（
月
・

祝
）

所

２
階
展
示
室

 

企
画
展
関
連
行
事 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
＆
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ

「
備
前
焼
に
触
れ
て
み
よ
う
！
」

　

花
入
な
ど
の
出
品
作
品
に
触
れ

て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
焼
き

も
の
の
中
で
も
土
の
特
徴
が
ダ
イ

レ
ク
ト
に
伝
わ
る
備
前
焼
。
触
れ

た
時
、
あ
な
た
の
感
想
は
…
。

時

４
月
30
日
㈯

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

所

３
階
茶
室

料

無
料

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入
館
料
は
必
要

定

10
人
（
事
前
申
込
み
・
先
着
順
）

申
込
期
間

　

４
月
15
日
㈮
～
４
月
29
日
㈮

※
開
館
日
の
９
時
～
16
時
30
分

申
込
方
法

参
加
者
全
員
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

八
塔
寺
登
山
（
無
料
）

　

み
ん
な
で
八
塔
寺
ふ
る
さ
と
村

の
八
十
八
か
所
を
探
検
し
ま
せ
ん

か
。
山
々
に
囲
ま
れ
、
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
４
㎞
ほ
ど
の
道
の
り

を
散
策
し
ま
し
ょ
う
。

時

４
月
17
日
㈰
９
時
～
11
時
頃

（
集
合
は
8
時
45
分
）

所

八
塔
寺
高
顕
寺

持

飲
み
物
、
合
羽

申

問

４
月
15
日
㈮
（
開
館
日
の
９

時
～
15
時
）
ま
で
に
、
神
根
公

民
館
（
☎
 
２
８
４
０
）
へ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
延
期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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案
　
　
内
　

い
ん
べ
会
館
受
講
生
募
集

 

第
１
回
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
講
座 

実
り
あ
る
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ

の
す
す
め

～
未
来
計
画
ノ
ー
ト
の
活
用
方
法

と
今
日
か
ら
始
め
る
生
前
整
理
～

時

４
月
22
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

所

い
ん
べ
会
館

講

㈳
中
国
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
協
会 

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
情
報
館
講
師

定

15
人
（
先
着
順
）

申

問

４
月
１
日
㈮
～

　

い
ん
べ
会
館
（
☎
 
０
８
９
０
）

令
和
４
年
度

備
前
ま
な
び
塾
＋
︵
プ
ラ
ス
︶

学
習
支
援
者
募
集
!!

　

市
内
10
か
所
の
公
民
館
を
会
場

に
今
年
度
も
「
備
前
ま
な
び
塾+

土
曜
日
・
長
期
休
業
講
座
」
を
実

施
し
ま
す
。

所

各
地
区
公
民
館

開
塾
日

︻
土
曜
講
座
︼　

月
２
～
３
日
程
度

︻
長
期
休
業
中
講
座
︼

　

夏
・
冬
休
み　

７
日
程
度

※
開
塾
日
・
開
塾
時
間
は
会
場
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

支
援
内
容

・
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
に

　

対
し
て
、
宿
題
な
ど
の
学
習
支
援

※
塾
生
募
集
に
つ
い
て
は
、
学
校

か
ら
申
込
書
・
誓
約
書
が
配
布

さ
れ
ま
す
。

申

問

社
会
教
育
課

　

　

（
☎
 
１
８
４
１
）

まなび塾＋

下
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

 

下
水
道
へ
の
接
続 

　

下
水
道
工
事
が
完
成
し
、
下
水

道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区

内
（
供
用
開
始
区
域
）
は
、
台
所

や
お
風
呂
な
ど
の
排
水
設
備
（
水

洗
化
）
工
事
を
す
み
や
か
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
市
が
指
定
し

た
「
指
定
工
事
店
」
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

供
用
開
始
区
域
、
指
定
工
事
店

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

下水道

◇
下
水
道
に
関
す
る
届
出

・
下
水
道
の
使
用
を
開
始
、
中
止

す
る
と
き

・
地
下
水
の
使
用
に
変
更
が
あ
る

と
き

・
地
下
水
を
下
水
道
へ
排
水
し
て

い
る
人
で
使
用
人
数
が
変
わ
っ

た
と
き

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業 

 

補
助
金
制
度　
　
　
　
　
　

　

下
水
道
の
計
画
区
域
で
は
な
い

地
区
に
お
い
て
、
初
め
て
合
併
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。
必
ず
設
置

前
に
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
補
助
金
限
度
額

①
集
合
住
宅
、賃
貸
の
戸
建
て
住
宅

・
５
人
槽　

33
万
２
千
円

・
７
人
槽　

41
万
４
千
円

・
10
人
槽　

54
万
８
千
円

②
一
般
住
宅
（
集
合
住
宅
、
賃
貸

の
戸
建
て
住
宅
以
外
）

・
５
人
槽　

53
万
２
千
円

・
７
人
槽　

71
万
４
千
円

・
10
人
槽　

104
万
８
千
円

︻
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
及
び
利
子
補
給
制
度
︼

　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

改
造
す
る
た
め
の
工
事
費
に
対
し

て
、
利
子
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

申

問

下
水
道
業
務
係

　
　

（
☎
 
１
８
６
４
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
の

縦
覧
お
よ
び
閲
覧

︻
縦
覧
︼
自
己
の
土
地
・
家
屋
と

他
の
人
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額

を
比
較
し
、
自
己
の
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
が
公
平
・
適
正
で
あ
る

か
を
確
認
す
る
制
度
。

縦
覧
で
き
る
人

・
納
税
者
本
人
（
代
理
権
を
授
与

さ
れ
た
代
理
人
を
含
む
）

縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈮
～
５
月
２

日
㈪　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
市
役
所
閉
庁
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
お
よ
び
対
象
地
域

税
務
課
資
産
税
係（
☎
�
１
８
１
６
）

…
市
内
全
域

日
生
総
合
支
所
（
☎
�
１
１
０
２
）

…
日
生
地
域

吉
永
総
合
支
所
（
☎
�
２
５
１
２
）

…
吉
永
地
域

三
石
総
合
支
所
（
☎
�
０
５
０
１
）

…
三
石
地
域

︻
閲
覧
︼
自
己
の
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
を
確
認
す
る
制
度
。

閲
覧
で
き
る
人

・
納
税
者
本
人
（
代
理
権
を
授
与

さ
れ
た
代
理
人
を
含
む
）

・
借
地
、
借
家
人
な
ど
の
土
地
ま

た
は
家
屋
の
使
用
、
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
人

・
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利

を
有
す
る
一
定
の
人

閲
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
令
和
５
年
３
月

31
日
㈮
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
市
役
所
閉
庁
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所

縦
覧
場
所
と
同
じ

※
縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
必
要
な
書

類
な
ど
は
、
各
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
☎
 
１
８
１
６
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
へ

～
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
給
付
事
業
募
集
～

　

市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま

た
は
母
が
、
看
護
師
等
の
資
格
の

取
得
の
た
め
養
成
機
関
な
ど
で
修

学
す
る
場
合
に
、
生
活
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
子
育
て

支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

子
育
て
支
援
課

　

（
☎
 
１
８
５
３
）

ひとり親家庭
職業訓練給付金

　

（
☎
 
１
８
５
３
）

資
源
ご
み
回
収
推
進
団
体
を

募
集
中
！

受
付
期
間

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31

日
㈫

　

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推

進
す
る
た
め
、
町
内
会
や
子
供
会

な
ど
が
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
資

源
ご
み
回
収
（
廃
品
回
収
）
活
動

に
対
し
、
回
収
量
に
応
じ
た
報
奨
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お知らせ　  information

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

環
境
課
衛
生
係（
☎
 
１
８
２
１
）

資源ごみ回収
団体

病
院
事
業　

職
員
募
集

令
和
4
年
７
月
1
日
採
用

︻
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
︼

採
用
予
定
人
員

2
人

※
資
格
免
許
を
有
す
る
人

・
昭
和
42
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
3
病
院
ま
た
は
介
護
老
人

保
健
施
設
の
い
ず
れ
か

試
験
期
日

①
５
月
７
日
㈯
作
文・

適
性
検
査

な
ど

②
５
月
19
日
㈭
口
述
試
験（
面
接
）

申
込
期
限

４
月
22
日
㈮
必
着

提
出
書
類

・
受
験
申
込
書

・
資
格
免
許
証
の
写
し
な
ど

申

問

病
院
事
業
職
員
採
用
担
当

（
吉
永
病
院
事
務
部
☎
 
２
１

２
０　

〒
７
０
９

－

０
２
２
４

吉
永
町
吉
永
中5

6
3
-4

）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

病院事業職員
募集

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

看
護
師
を
目
指
す
人
へ

　

看
護
学
生
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
に
よ
り
、
令
和
4
年
度
貸
与
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

対

看
護
師
を
目
指
す
学
生
で
、
卒

業
後
に
備
前
病
院
、
日
生
病

院
、
吉
永
病
院
、
備
前
さ
つ
き

苑
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
人

　

（
住
所
地
は
問
い
ま
せ
ん
）

貸
与
額

看
護
学
生
等
修
学
資
金　

　

月
額
5
万
円

　

一
定
の
期
間
を
勤
務
す
れ
ば
、

返
還
を
免
除
し
ま
す
。

募
集
期
間

4
月
1
日
㈮
～
22
日
㈮

※
募
集
要
項
、
貸
与
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

問

備
前
病
院
（
☎
 
３
３
８
５)

　

日
生
病
院
（
☎
�
１
１
１
１)

　

吉
永
病
院
（
☎
 
２
１
２
０)

　

備
前
さ
つ
き
苑（
☎
 
９
３
０
０
）

令
和
４
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
実
施
要
項

受
験
資
格

・
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
13

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

・
平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
該
当
す
る
人
。

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
令
和
５

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
。

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人
。

受
験
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

※
最
新
情
報
は
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
18
日
㈮
～
４
月
４

日
㈪
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ
を
受

信
完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
付

問

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
（
☎
０
８
２
・
２
２
１
・

９
２
１
１　

内
３
６
３
５
・
３

７
４
３
）

国税庁

人事院

　
　
そ 

の 

他
　

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
が

か
わ
り
ま
す

　

令
和
４
年
度
か
ら
、
全
国
消
費

者
物
価
指
数
に
基
づ
き
、
児
童
扶

養
手
当
の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
。

４
月
中
旬
頃
、
金
額
変
更
後
の
証

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問

子
育
て
支
援
課（
☎
 
１
８
５
３
）

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金

︵
７
業
種
︶
が
改
定

※
岡
山
県
特
定
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
な
い
労
働
者
は
、「
岡
山

県
最
低
賃
金
（
８
６
２
円
）」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
耐
火
物
製
造
業

　

時
間
額
：
９
４
０
円

　

発
効
日
：
1
月
7
日  

◆
鉄
鋼
業

　

時
間
額
：
９
８
５
円

　

発
効
日
：
1
月
5
日

◆
一
般
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額
：
９
５
２
円

　

発
効
日
：
2
月
12
日

◆
電
気
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額
：
９
０
４
円

　

発
効
日
：
1
月
7
日

◆
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

　

時
間
額
：
９
３
６
円

　

発
効
日
：
1
月
5
日 

◆
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　

時
間
額
：
９
８
０
円

　

発
効
日
：
1
月
8
日 

◆
各
種
商
品
小
売
業

　

時
間
額
：
８
９
３
円

　

発
効
日
：
1
月
19
日 

問

岡
山
労
働
局
賃
金
室
（
☎
０
８

６
・
２
２
５
・
２
０
１
４
）

岡山県の
最低賃金

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
︑
健
康
保

険
料
率
と
介
護
保
険
料
率
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等

で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆

さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

令
和
４
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、

1
０
・
1
８
％
が
１
０
・
２
５
％
に
、

介
護
保
険
料
率
は
、
1
・
８
０
％

が
1
・
６
４
％
に
変
更
と
な
り
ま
す
。 

（
任
意
継
続
被
保
険
者
は
令
和
４

年
４
月
分
保
険
料
か
ら
変
更
）

問

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
（
☎

０
８
６
・
８
０
３
・
５
７
８
０
）

入入館料　　会会費　　持持参品　　

 広報びぜん　2022. 4 20



春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

令
和
４
年
春
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
家
族
や
地

域
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

４
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

「
思
い
や
り　

ゆ
と
り
は

　
　

無
事
故
へ　

つ
づ
く
道
」

※
４
月
10
日
㈰
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

重
点
目
標

 

全
国
共
通
の
重
点
目
標 

①
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
確
保

②
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶

等
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

③
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の

徹
底
と
安
全
確
保

 

岡
山
県
の
重
点
目
標 

①
横
断
歩
行
者
の
保
護

②
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

問

く
ら
し
安
全
係（
☎
 
１
８
７
６
）

４
月
２
日
は

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
︑

４
月
２
日
～
８
日
は

　

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

　

平
成
19
年
に
国
連
が
4
月
2
日

を
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
に

制
定
し
て
以
来
、
自
閉
症
を
は
じ

め
と
す
る
発
達
障
が
い
に
対
す
る

理
解
を
広
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

が
世
界
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
4
月
2
日
～
8
日
を

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
と
位
置

づ
け
、「
発
達
障
害
者
支
援
法
」

に
基
づ
い
た
共
生
社
会
の
実
現
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
発
達
障
が
い 

　

発
達
障
が
い
は
生
ま
れ
つ
き
の

特
性
で
す
。
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、
そ
の
行

動
特
性
か
ら
誤
解
を
受
け
る
こ
と

が
多
い
半
面
、
優
れ
た
能
力
を
発

揮
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、

知
識
や
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

問

社
会
福
祉
課
（
☎
 
１
８
２
４
）

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

４
月
1
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

が
春
の
み
ど
り
の
期
間
に
な
り
ま

す
。
緑
の
募
金
は
公
園
・
学
校
な

ど
の
地
域
緑
化
活
動
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
緑
豊
か
な
環
境
作
り
の
た

め
、
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問

公
益
社
団
法
人 

岡
山
県
緑
化

推
進
協
会 

備
前
支
部
（
☎

０
８
６
・
２
３
３
・
９
８
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
・
２
３
２
・
５
５

３
０
）

手
話
を
使
っ
て
み
よ
う

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
ね
。

桜
の
花
言
葉
は
「
精
神
の
美
」
だ

そ
う
で
す
。
ど
こ
か
凛
と
し
た
桜

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

︻
桜
︼
桜
の
花
び
ら
が
開
く
様
子

を
表
し
ま
す

を
表
し
ま
す

問問い合わせ先　　申申し込み　　時とき　　所場所　　内内容　　対対象　　定定員　　講講師　　料費用　　休休館日

現在、都市住宅課では、特定公共賃貸住宅の
入居者を募集しています。

◆募集期間　4月7日㈭～14日㈭
◆場　　所　日生町スワ団地【特定公共賃貸住宅】
　　　　　　吉永町吉永中団地【特定公共賃貸住宅】
入居に関するお問い合わせは下記へ

申 問住宅管理係（☎64︲1851） 三石 管理課（☎62︲0501）
 日生 管理課（☎72︲1104） 吉永 管理課（☎84︲2513）

 バスダイヤ 

　備前市営バスでは令和4年4月1日より、運行

ダイヤを一部改正します。

【バス料金】

　4月1日より、1日フリー乗車券の料金を500円

から400円に改正します。

 お医者バス 

　片上・伊部間のお医者バスは、３月末をもって

実証運行を終了しました。今後、運行結果を検証し

て路線化などに向けた検討を行います。

 タクシーチケット 

　令和4年度分より、チケットの有効期限と1月

あたりの交付枚数を見直します。（変更前：2か月で

32枚→変更後→３か月で36枚）

　介護保険の要介護、要支援認定を受けている人も

新たに交付対象になります。

　くわしくは、折り込みチラシをご覧ください。

問公共交通課（☎64-1852）

広報びぜん　令和4年4月21



乳
幼
児
健
診

･

育
児
相
談

乳
幼
児
健
診

･

育
児
相
談

　　　　 内　容 と　き（受付） 対 象 と こ ろ

４か月児健診 13日㈬　13：00〜13：15 令和3年11月生

市役所

2階 健診ルーム

1歳6か月児健診 20日㈬　13：00〜13：30 令和2年10月生

2歳 6 か月児歯科健診 14日㈭　13：00〜13：15 令和元年10月生

3歳6か月児健診 27日㈬　13：00〜13：30
平成30年10月1日
　　　　　 〜25日生

かみかみ離乳食と歯の教室 19日㈫　9：40〜10：00 令和3年6月生

4月

献血にご協力ください備前市健康づくり3か条

•今より10分多く歩く

•野菜から先に食べる

•体重を毎日はかる
　  【第2次健康びぜん21】

健康健康情
報
情
報

予防接種のお知らせ

問保健課

高齢者肺炎球菌

　肺炎は、日本人の死亡原因の第3位となってお

り、特に高齢者の肺炎での死亡率は高くなってい

ます。

　肺炎球菌ワクチンは、すべての肺炎を予防でき

るわけではありませんが、肺炎球菌による肺炎を

予防し、重症化を防ぐことができます。

◆定期接種対象者

①右の表の年齢の人のうち、今までに市の助成

を使って高齢者肺炎球菌の予防接種を受けた

ことがない人

※今年度のみ助成のある定期予防接種として接種

することができます。

※今年度対象となる人には4月上旬に案内文を送

付します。

②満60歳以上65歳未満の人で心臓・腎臓もしく

は呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルス

による免疫の障がいを有する人（身体障害者

手帳1級相当）

◆持参物　健康保険証、案内文、予診票、

　　　　　接種料金（自己負担額2,500円）

65歳 昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生

70歳 昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生

75歳 昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生

80歳 昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生

85歳 昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生

90歳 昭和7年4月2日～昭和8年4月1日生

95歳 昭和2年4月2日～昭和３年4月1日生

100歳 大正11年4月2日～大正12年4月1日生

問保健課（☎64-1820）

と　　き と こ ろ

4月20日㈬ 9：30～16：00 岡山セラミックス
センター

受付は400mlのみとなります。

皆さんの善意のご協力をよろしくお願いします。

ＭＲ(風しん・麻しん)
　麻しん（はしか）は、伝染力が強く、肺炎や脳

炎などの合併症で重い後遺症を残すことや命を奪

うこともある病気です。

　風しんは、軽い風邪の症状から始まり、発熱・

発疹・首のリンパ節が腫れる症状が出ます。発疹

も熱も2～3日で治ることから『三日はしか』と

も呼ばれています。妊婦が感染すると、生まれて

くる赤ちゃんに障がいが起きることがあります。

　進学や就職の際に接種歴を確認される場合もあ

るので、早目に予防接種を受けましょう。接種期

間を過ぎると有料になります。

◆今年度の定期接種対象者

　1期：1歳の誕生日～2歳の誕生日の前日まで

　2期：小学校就学前1年間

　　　（平成28年4月2日～平成29年4月1日生)

◆持参物　健康保険証、母子健康手帳、予診票

 広報びぜん　2022. 4 22



市内スポーツ施設ご案内

■体育施設利用（管理者：（一財）備前市施設管理公社）

■体育施設使用予約（５月分）

体育施設 問い合わせ先

総合運動公園

☎₆₃︲₃₈₁₁伊部運動公園

三石運動公園

シーサイドプールびぜん ☎₆₃︲₃₈₁₂

日生運動公園 ☎₇₂︲₂₂₂₆

シーサイドプールひなせ ☎₇₂︲₁₇₄₁

吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎₈₄︲₃₇₇₆

◆利用時間　₉：₀₀～₂₁：₀₀

・シーサイドプールびぜん ₁₀：₀₀～₂₀：₃₀

・シーサイドプールひなせ ₁₁：₃₀～₂₀：₃₀

　（土・日曜は₁₉：₀₀まで）

◆休園（館）日　４日㈪､ ₁₁日㈪､ ₁₈日㈪､ ₂₅日㈪､

　　　　　　　₃₀日㈯

各施設へご確認ください。

※新型コロナウイルス感染症のため、中止となる場合があります。
※ご来場の際には必ずマスク着用をお願いします。

４ 月の相談 無料

法律相談

心配ごと相談

行政相談

子育てに関する相談

▼　と　き ▼　相談会場・電話

※祝日の相談はありません。
　相談日程は変更になる場合
　があります。

※ 有料 法律相談  東備法律相談センター　毎週水曜日 13：00～16：10（和気町総合福祉センター 要予約・☎086-234-5888）

　東備法律相談センターの無料利用券がありますのでご利用ください。ただし、数に限りがあります。（問☎64-1800）

弁護士による法律相談
（離婚、相続、消費者被害など）

12日㈫　13：00～16：00 本庁2階　　　　　　　問社協  ☎64-3033
要予約　１週間前から26日㈫　13：15～16：15

司法書士による相談 
（サラ金、 登記など）

19日㈫　13：00～ 本庁2階　　　　　　　問社協  ☎64-3033
要予約　１週間前から当日10時まで

公証相談 
（遺言、 金銭貸借 契約、 離婚など）

20日㈬　13：00～15：00 本庁4階　会議室 問☎64-1800
要予約　１週間前から前日午前中まで

心配ごと相談
15日㈮　10：00～12：00 吉永地域公民館　　　　問社協  ☎84-3839

26日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問社協  ☎72-2510

なやみごとなんでも相談室
　　　‒ 人権擁護委員による ‒

20日㈬　13：00～15：00 本庁4階　会議室　　　問☎64-1800

26日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104

一般相談 毎週㈭　13：00～15：00 本庁2階　　　問社協  ☎64-3033 電話相談可

備前会場 20日㈬　13：00～15：00 本庁4階　会議室　　　問☎64-1800

日生会場 26日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104

吉永会場 15日㈮　10：00～12：00 吉永地域公民館　　　　問☎84-2511

すこやか相談（妊娠・出産・子育て）
市役所勤務日と同一 子育て支援課

（すこやかびぜん）　　　
問☎64-1853

児童相談

育児相談 月～金曜日　8：30～17：00 子育て支援センター　　問☎67-1115 面接要予約

青少年育成相談 月～金曜日　8：30～17：00 青少年育成センター　　問☎64-4158

子育てなんでも相談 月～金曜日　8：30～17：15 本庁2階　　　問社協  ☎64-3033 要予約

住宅相談（県建設労働組合和気支部） 20日㈬　13：00～15：00 本庁4階　会議室　　　問☎64-1800

ＤＶ相談 市役所勤務日と同一 市民協働課　　　　　　問☎64-1823

消費生活相談 市役所勤務日と同一 危機管理課　　　　　　問☎64-1876

生活困窮自立相談 市役所勤務日と同一 社会福祉課　　　　　　問☎64-1826

広報びぜん　令和4年4月23



栄養委員会からのお知らせ　

　備前市栄養委員会では、研修会で学んだ健康づく

りや食育の知識・料理などを、子どもから大人まで、

市民の人たちに広める活動を各地区で行っています。

　写真は昨年度、実施した伝達講習会の様子です。

広報でも参加者の募集をしますので、お誘いあわせ

の上ご参加ください。

親と子のつどいのひろば
４月 就学前の親子がいつでも利用できます。くわしい

イベント日程は市ホームページをご覧ください。

☎070・5425・8461　月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（旧市社会福祉協議会日生支所裏）

☎080・5758・3375　月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（旧吉永保育園）

☎090・4722・9084　月～土曜日
₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（久々井のお山）

☎67-1115（伊里認定こども園内）

◆施設開放日　月・火・木・金曜日 10：00～15：00
　　　　　　　水曜日　12：00～17：00
※出前保育（水曜日）・育児相談（4月の相談参照）
◆4月の行事（10：00～11：00)
くわしくは子育て支援センターへお問い合わせください。

☎64-0087　月～土曜日（月・土隔週）

₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（伊部小学校裏）

わくわくるーむ 

うみっこ丸

しずちゃん家（ち）

備前プレーパーク！森の冒険ひみつ基地

子育て支援センター

★今月の地場産物：さわら（４月～６月が旬）

　この時期に陸揚げされたさわらを使って、豊

漁を願い、漁業の安全を祈って作られるように

なった備前市日生に伝わる郷土料理です。寿司

に添えてあった「こうこ」（たくあん）の古漬け

がいつのまにか混ざり、それが意外にもおいし

かったことから、混ぜて作るようになったと言

われています。

新型コロナウイルス感染拡大を受けて、開設予定に
ついては各施設にお問い合わせください。

こいのぼりを作ろう
※要予約　定員：３組　材料費：₁₅₀円

お話いっぱい
※要予約　定員：３組

₁₅日㈮

₂₂日㈮

【作り方】

①米はだし昆布を入れ、分量の水で炊く。だし

昆布を取り出し、₁₀分程蒸らす。

②合わせ酢を作り、ごはんと混ぜ合わせ、冷ま

しておく。 

③さわらは６～７㎜幅に切り、塩をふって₁₀分

程おく。酢に浸け、魚の表面が白くなったら

引き上げる。

④絹さやはすじを取り、さっと茹で、斜めに切る。

⑤グリンピースは色よくゆでる。

⑥たくあんは千切りにする。水に浸けてもみ

洗いし、水気をよく絞る。

⑦②のすし飯にたくあん、グリンピースを加え

て混ぜ、さわら、絹さやを盛り付ける。

さわらのこうこ寿司
〈1人分エネルギー350kcal、塩分1．4ｇ〉

問各地区の栄養委員 または　　　　 
　事務局:保健課健康係（☎₆₄︲₁₈₂₀）

～ 地場産物を使った料理や郷土料理の
作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

伝えていきたい備前の味伝えていきたい備前の味
～ 地場産物を使った料理や郷土料理の

作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

【材料】4人分

米 2合、水 440㎖、だし昆布 5㎝角

合わせ酢
　　・酢　 大さじ2

　　・砂糖 大さじ2

　　・塩　 小さじ1╱2

さわら（刺身用） 100ｇ、塩 小さじ1/4

酢 1╱4カップ、たくあん 50ｇ

グリンピース 30ｇ、絹さや 5枚

QRコードから
動画をご覧に
なれます
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４月図書館だより
◆開館時間　9：30〜18：00
◆休館日　毎週月曜日と2₈日㈭、30日㈯
※ 新型コロナウイルスの今後の情勢の変化により、イベントの

開催、自動車文庫の巡回や図書館の開館などの対応が変わる
場合があります。

本館 市立図書館（市民センター内 ☎₆₄︲₁₁₃₄）
日生 日生分館 （日生市民会館内 ☎₇₂︲₁₀₈₅） 
吉永 吉永分館 （吉永地域公民館内 ☎₈₄︲₂₆₀₅）

乳 乳児　 幼 幼児
小 小学生よみきかせ会よみきかせ会

よみきかせ会 対象 と　　き

本
館

おはなしの森 乳 幼 ₁₉日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

おはなし広場 幼 小 ９日㈯ ₁₃：₃₀～₁₄：₃₀

日
生

おはなしみかん 乳 幼 ７日㈭ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

海辺のおはなし会 幼 小 ９日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

吉
永

もこもこ 乳 幼 ₁₂日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

よみきかせ会 幼 小 ₂₃日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

と　　き と　こ　ろ

15日㈮
₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ いんべ通園センター

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 香登公民館

₁₄：₃₀～₁₅：₀₀ 伊部公民館

19日㈫

₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 日生町漁協頭島支所前

₁₃：₄₀～₁₄：₁₀ 日生東公民館

₁₄：₂₀～₁₄：₅₀ 日生体育館

₁₅：₁₀～₁₅：₄₀ 旧日生病院跡

21日㈭

₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 穂浪コミュニティハウス

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 東鶴山公民館

₁₄：₁₅～₁₄：₄₅ 鶴海自治公民館

₁₅：₁₅～₁₅：₄₅ 西鶴山公民館

27日㈬
₁₀：₃₀～₁₁：₀₀ 神根公民館

₁₁：₃₀～₁₂：₀₀ 三国公民館

₁₄：₃₀～₁₅：₀₀ 三石ふれあいセンター
 

自
動
車
文
庫
巡
回
日
程　

広告

本の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本館 『プラレールで電車をおぼえる大百科』

　 　「旅と鉄道」編集部／編　天夢人

　時速₂₀₀㎞をこえる新幹線、たくさんの人をはこぶ通

勤電車、石炭で走る蒸気機関車…。プラレールのさま

ざまな車両とともに、電車の知識を解説。ほんものの

電車の写真ものっています。

日生 『アカンヒトズカン』野々村友紀子／著　

　　学研プラス

　職場、ご近所、電車の中…。見渡せばどこにでも

いる、“悪い人ではないんだけどちょっとめんどく

さい人”、それがアカンヒト。しんどいけど、害ば

かりではないアカンヒトの生態や対処法を指南す

る。犬山紙子との対談も収録。

吉永 『愚かな薔薇』　 恩田陸／著　徳間書店

　夏が近づく季節、母方の故郷・磐座を訪れた奈智。

₁₄歳になると参加することになる２か月に及ぶ長期

キャンプは、「虚ろ舟乗り」の適性を見極めるための

ものだった。キャンプの本当の目的とは…。
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広告
■「広報びぜん」は自治会などを通じ

てお届けしています。

■その他、市施設などや市内のコンビ

ニエンスストアに設置していますの

でご利用ください。

●この広報紙は環境にやさしい植物油

インキで印刷しています。

●ユニバーサルデザイン（UD）の考

えに基づいた見やすいデザインの文

字を採用しています。

※市税等については、納期限までに納付をお
願いします。納期限を過ぎた場合、延滞金
が課せられる場合がありますのでご注意く
ださい。

※納め忘れがなく、便利な口座振替をおすす
めしています。お手続きは、引き落としを
ご希望の金融機関窓口で！市では納期限内
納付者との公平性を保つために滞納整理を
行っています。

※便利な口座振替の手続きは、お取引のあ
る金融機関窓口で！市では滞納整理を強
化しています。

問税務課（☎₆₄︲₁₈₁₄）

問水道業務係（☎₆₄︲₁₈₆₂）

納
税

４ 月 休日当番医
　ごみ分別の徹底を！

　クリーンセンター備前でのごみ焼却後の灰の中から、電池

やスプレー缶などが出てきています。これらは分別がきちん

とされておらず、可燃ごみと混ぜて排出されたものと思われ

ます。電池やスプレー缶など不燃ごみの混合は焼却設備の

故障に繋がり、ごみ処理ができなくなる可能性があります。

　いま一度、ごみ分別の手引き冊子などを確認し、正しい

分別と出し方の徹底をお願いします。

　本庁環境課と総合支所にボタン電池、コイン電池の回収缶

を設置しました。セロハンテープなどで絶縁した状態で排出

してください。
問環境課衛生係 （☎64-1821）

水道料金および下水道使用料の納期限

は、 

４月₁₈日㈪です。

固定資産税・都市計画税（全期・1期）

の納期限は、

５月２日㈪です。

水道・下水道料金

※休日当番医（診療時間９時～₁₇時）
※変更になる場合がありますので、
　事前にご確認ください。

3日
㈰

星合医院 香登西 ☎₆₆︲₇₁₀₀

武田整形外科 伊部 ☎₆₄︲₁₂₂₁

₁₀日
㈰

備前病院 伊部 ☎₆₄︲₃₃₈₅

吉永病院 吉永中 ☎₈₄︲₂₁₂₀

₁₇日
㈰

日生病院 寒河 ☎₇₂︲₁₁₁₁

渋藤医院 和気町父井原 ☎₈₈︲₀₀₂₃

₂₄日
㈰

萩原医院 寒河 ☎₇₄︲₀₀₀₇

北川病院 和気町和気 ☎₉₃︲₁₁₄₁

₂₉日
㈮

小林内科医院 鶴海 ☎₆₅︲₈₀₀₃

こまざわ小児科医院 伊部 ☎₆₃︲₃₀₈₀

可燃ごみの中に不燃ごみが混入している様子

焼却灰からでてきた不燃物
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